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太田勉強堂は昭和初期に現在の位置から国道を
挟んだ向かい側に建っていましたが、昭和20年
代に現在の位置で建て替えられました。写真①は
建て替え後間もない昭和20年頃の様子です。

現在は化粧品や雑貨の販売が主ですが、筆者が
子どもの頃は店の名前通り、もっぱら文房具販売
を行っていました。浦臼小学校と浦臼中学校に近
いことや、統合前でも小中学生あわせて500人以
上の児童・生徒がいましたから、浦臼の子どもた
ちにとってはなくてはならない文房具店でした。
ちなみに当時は町立浦臼高校もありました。

後年、南側に店舗、西側（裏側）に住居部分を
木造で増築し、現在は化粧品や雑貨の販売を行っ
ています。創建時の石造部分はほぼ当初の姿のま
まです。石造洋風の外観ですが、2階の内部が和
室になっている点は尾花商店と同じです。

石造＋木骨石造＋鉄筋コンクリート造＋木造

軟石を用いた店舗建築は小樽市などでも見られますが、その
多くは木造骨組みの外側に軟石を積んだ「木骨石造」と呼ばれ
る構造です。一方、太田勉強堂は1階が厚めの札幌軟石を積んだ
石造で、2階が木骨石造です。上下階で構造が違っている珍しい
造りです。また、2階道路側の軟石外壁面の直下は店舗空間なの
で、そこに石造壁を配置する訳にはいかないため、2階の軟石外
壁は鉄筋コンクリート造のフレームで支えています。

したがってこの建物の構造形式を丁寧に言うと、石造＋木骨
石造＋鉄筋コンクリート造で、2階床と屋根は木造の混構造とい
う少々複雑な構造です。

約80年経った現在でも建物にゆがみなどは全く見られず、創
建当初にきちんと設計・施工された建物であることと、札幌軟
石が耐久性に優れていることが分かります。

石造外壁の表情

2階の道路側の4つの縦長の窓（写真②）には引違いのアルミ
サッシが嵌められていますが、写真①を見ると当初は洋風の上げ
下げ窓であったことが分かります。尾花商店と同様な窓であった
と思われます。

窓の上部には飾り模様のついたまぐさ※があり、窓上部の重量
を支えています。まぐさの上には傾斜した石が並ぶフラットアー
チが載っていて、意匠的な軟石の割付けがなされています。

外壁に使用されている札幌軟石の表面を見ると、写真③のよう
に、ノミのようなもので細かく窪みを付けた「小叩き仕上げ」で
す。大正期に建てられた尾花商店の蔵は、ツルハシを使って軟石
を手で切り出していた時代の「ツル目仕上げ」でしたが、昭和期
に建てられた太田勉強堂では、機械で切り出した軟石の平滑面に
意匠的に凹凸をつけるために小叩き仕上げとしたのかもしれませ
ん。

札幌市立大学で教員してます西川忠です。これまで、主
に私の研究室の三角颯音が記事を書いていましたが、太田
勉強堂は私が子ども頃に大変お世話になった思い出深い建
物なので、今回は私が筆をとらせていただきました。

私が子どもの頃は、通学経路でもあったので、友達と一
緒に用がなくても店にしょっちゅう出入りしていた覚えが
あります。

石造の部分はその頃からほとんど変わっていないので、
この建物を見ると小学生の頃を思い出します。本文にも書
きましたが、札幌軟石を使った建物はたいへんしっかりし
ているので、町の顔として在り続けてほしいものです。

浦臼の子どもたちに、なくてはならない文房具屋さん 【構造・規模】 1階：石造（札幌軟石） 2階：木骨石造

【竣工年】昭和初期

写真① 昭和20年代の太田勉強堂
（浦臼町郷土史料館所蔵）

写真② 2階の縦長窓
かつては上げ下げ窓でした。
装飾されたまぐさが載っています。

写真③ 軟石表面の小叩き仕上げ
ノミのようなもので叩いて凹凸を付けています。

※まぐさ 窓上部の壁の重量を支えるために、窓の上辺に渡す横架材
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③

④

　この制度は、浦臼町内における空き家・空き地を有効活用することで、空き家等の課題解決と移住定住の
促進を図り、地域の活性化につなげようと創設された制度です。
　空き家や空き地を貸したい・売却したい「物件所有者」から登録を募り、空き家や空き地を借りたい・購
入したい「賃借・購入希望者」に物件情報を提供します。
　空き家等に関する所有権を持ち、物件の賃貸・売却ができる方ならいつでも登録可能で、町外に住んでい
る方でも可能です。

■浦臼町空き家・空き地バンク制度のイメージ
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利用申込み

①町へ登録申請書を提出
＜提出書類＞
　・空き家・空き地バンク登録申請書（様式第１号）
　・空き家・空き地の位置図、物件の外観を撮影した写真等
　・同意書（様式第２号）
　・当該年度分の固定資産税課税明細書または空き家等の固定資産評価証明書
　・契約書の写し（不動産業者へ委任している場合のみ）
　・その他町長が必要と認めるもの
②町のホームページや役場窓口にて物件情報を発信
　・浦臼町内にある居住していない良好な管理状態にある住宅および住宅の建築に適当な面積を有す
　　る更地状態の宅地が登録できます。
　・不動産業者に管理または仲介を委任している場合は、委任業者との連名になります。
　・登録の有効期間は、登録した日より 3年間ですが、再度登録することも可能です。

①登録された物件の賃借または購入を希望する方は、利用申込書を町へ提出
＜提出書類＞
　・空き家・空き地バンク利用申込書（様式第 7号）
②町から所有者へ連絡し、その後は当事者間で交渉・契約を行っていただきます。
　※町は情報の公開や連絡調整のみで、物件の仲介・斡旋・交渉・契約は行いません。

お問い合わせ　総務課企画係　電話：６８－２１１１

登　　録

利用希望者情報を連絡

①

⑤

⑥

②

浦臼町空き家・空き地バンク制度

■空き家・空き地の情報提供を希望される方（物件賃借・購入希望者）

■空き家・空き地を提供していただける方（物件所有者）

当事者間で交渉・契約


